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ドイツ文学における叙事物語の諸形態
谷　崎　　英　男
1．ま　え　が　き
　rそもそも芸術の本質とは何ぞや」という問題を考えてみると，すべての芸
術ぱ人間の表現意志および伝達意欲のあらわれであると，ごく一般的にいうこ
とができるであろう。人間が見聞したり，体験したり，考えたり，感じたりす
ることを表現し，それを他人に伝えたいと考えることは人間の本性の一部と見
なされうるであろう。そのさい人間はその表現ないし伝達手段として，さまざ
まなもの，たとえば色彩，木材，石材，音，形態，言葉などを使用できるが，
もっとも根源的で原始的な手段は言葉であろう。通例造形芸術（bildende
Kunst）が絵画（Malerei），彫刻（Skulptur），建築（Architektur）の三つに
分類されるように，文学も伝統的に三つのジャンル（Gattung）に分類される。
すなわちr叙事詩」（Epos），r叙情詩」（L皿ik），「戯曲」（Drama）の三つで
ある。ドイツ文学史上ではゲーテがr西東詩集への註解と論考』（Noten　md
Abhand1mgen　zum　West力stlichen　Divan）のなかで述べている次のような
一節が常に引き合いに出されている。
　r文学の純粋な自然的形式は三つしかない。平卿こ物語る形式，熱狂的に興
　奮した形式，人問が行動する形式，すたわち叙事詩，叙情詩，戯曲がそれで
　ある。これらの三つの文学方式は協力し合うこともあり，個々別々にはたら
　くこともある。」（Es　g1bt　n岨drei　echte　Naturformen　der　P㏄s1eω：d1e
　klar　erz…ih1ende，　αe　en血usiastisch　aufgeregte　und　die　persδnnch
　hande1nde：Epos，Lyrik　md　Dram乱Diese　drei　Dichtweisen　kδmen
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　zusaユnn1en　oder　abgesonder［wirken．）
　ちなみにゲーテは同じところでr文学方式」（Dichtweise）ともよんでいる
このr自然的形式」（Natu㎡om）すなわちジャンル（Gattung）と，比楡
（A11egorie），物語詩（Ba11ade），悲歌（Elegie），寸鉄詩（Epi餌amm），寓
話（Fabel），田園詩（Idy11e），頚歌（0de），風刺詩（Satire）など歴史的慣
習的な文学様式（Dichtart）とを区別している。
　ところでジャソルという日本語は生物学上では「属」で「種」と「科」の中
問に位置する概念であるが，芸術的な意味で用いられるときには，その使い方
がきわめてあいまいである。絵画，彫塑，建築，工芸，音楽，文学，映画など
個別の芸術について使われることもあるし，また分類系統上でこれらの各個別
芸術のそれぞれについて，次の段階に位置するカテゴリー，およびさらにその
下にくるさらに分化Lたカテゴリーを指すこともある。
すなわち上述のゲーテのいうところの叙事詩，叙清詩，戯曲の三つの自然的
形式を意味することもあるし，もっと下位のカテゴリーである歴史的慣習的な
文学様式を意味することもある訳である。
　この点においてはドイツ文学の上でもその概念規定は学者によってまちまち
である。ギリシャやローマの論理学では相対的な性格のものではあったが，
Gattmgにあたる上位の概念（γ6リ0g，gems）とArtにあたる下位の概念
（ε｛δos，species）とが区別されていた。たとえば「動物」（Tier）は「生物」
（Lebewesen）に対してはArtであるが，「脊椎動物」（Wirbeltier）に対し
てはGattmgであった。この伝統にのっとって，ペッチュ（R．Petsch）や
ザィドラー（H．Seidler）はGattmgを上位の領域（叙事詩，叙情詩，戯曲）
に，Artを下位の領域（類歌，悲歌放ど）に用いることを提案している。しか
Lフィェトァ（K．Vi獣or）はリート，頚歌，ソネットなどをGattmgと称し，
叙清詩，戯曲，叙事詩をゲーテの言葉を借りてNatu㎡omと呼んでいる。｛到
ここでぽジャソルの理論を考察するのが目的ではないので，この間題にはふれ
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ないことにするが，エアランゲソ大学の近代ドイツ文学の教授であるヘルムー
ト’プラソグ（He1皿ut　Prang）はその著『文芸の形態史』（Fomgeschichte
der　D1chtkunst）のなかで，次のような示唆に富んだ言葉を述べている。
　　「表現・伝達・形成の言語的可能性は三つに分けられる。われわれはそれ
　らを叙事詩，戯曲，叙清詩となづけ，それらを文学的ないし文芸的ジャソル
　（Iite閉ische　oder　dichte㎡sche　Gattmgen）と称する。生物学的な有機
　体の世界が属（Gattungen）や種（A前en）を包括するように，文学上のジ
　ャソルはまた文芸的な様式（dichterische　A［teI1）に分類される。たとえば
叙事詩のなかでは，英雄物語，童話，伝説，寓話，笑話，逸話，短篇小説，
韻文詩，散文長篇小説などが話題になるし，戯曲では悲劇，喜劇，謝肉祭劇
　などがあり，叙情詩では教訓詩，寸鉄詩，田園詩，物語詩，リート，頚歌，
　祝祭歌，悲歌などが存在する。ジャソルや様式の本質は素材やテーマやモテ
　ィーフによっても規定されるが，とりわげ特殊な形態によって規定される。
　それらの個々の文学的形態は韻文であることもあるであろうし，散文である
　こともあるであろうし，またショート・ストーリであることもあろうし，枠
小説であることもあろう。戯曲に和いてなら韻文劇と散文劇，数幕物の作品
　と一幕物の作品との区別もできるであろうL，登場人物の数や舞台の使用度，
　コーラスや音楽などの点も注目される。叙情詩においては形態は長短によっ
　てばかりでなく，また詩行や脚韻，詩節の構成や自由律などによっても規定
　されるO・・……・
　　ジャソル（Ga伽ng）と様式（A並）と形態（Fom）のあいだには区別や
移行や共通点が存在することは，別に論証をまつまでもなく明らかであろう。
全く明白で，本当に厳密な差別というものはほとんど不可能であろう。たと
えば叙事詩文学においては，それが短篇小説であれ，長篇小説であれ，叙情＝
詩的な部分もあれば，戯曲的なシチュエイショソあるいは形態（たとえぱ対
話）もあるであろう。また戯曲のなかにおいても叙事詩的報告や叙情詩的な
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　気分や形態に出会うこともあるであろう。そしてせんじつめれば叙情詩の内
　部においても，戯曲的な個所や叙事詩的な部分（たとえば物語詩のように）
　もあらわれるであろう。造形芸術において彫刻や絵画が時として建築に奉仕
　し，従属するように，同じ事が言語芸術作品にも存在L，ジャンルや様式は
　時としては相互に結びつくのである。」
　美学や詩学の領域においては，アリストテレス以来文学的なジャンルや様式
の本質については，さまざまな定義が存在してい乱本稿の目的は前述したよ
うに，ジャンルや様式の理論を考察することではなく，歴史的帰納的に叙事文
学の様武や形態を考察Lて行くことである。
2．叙事文学の特性
　まず叙事文学の特性をなすものは何であろうか。ここで用語の問題について
ふれておきたいが，文学上のジャ：■ルとして叙事詩，叙情詩，戯曲という場合
の叙事詩にあたるドイツ語EposあるいはEpikという言葉はせまい意味の
叙事詩ばかりを意味している訳ではなく，広い意味で叙事文学ないし物語文学
（Er捌11iteratur）｛割を意味しているので，今後はこの言葉を用いて行きたい
と思う。
　さて叙事文学，戯曲，叙情詩の三つのジャンルのなかで，もっとも歴史的に
先立つものが叙事文学であることはいうをまたないであろう。なぜなら人類の
もっとも根源的な表現あるいは伝達形式は疑いもなく報告することであったか
らである。ゲーテが戯曲を「人間が行動する形式」と名付け，行動する人間な
くしては戯曲が存在しえないという意味において三つのジャソルのなかでもっ
とも人間的なものとみなし，また叙情詩を「熱狂的に興奮した形式」と名づげ，
もっとも主観主義的たものとみ杜したのに対して，叙事詩を「平明に物語る形
式」と名づけたのは，まことにいいえて妙である。すなわち「何を」（WaS）
rいかに」（W牟）平明に物語るかが，叙事詩の本質と考えられるが，その場合
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叙事詩に特有なことは，空聞や時間を戯曲よりもはるかに自由に処理しうるこ
とである。戯曲が時間的にも空問的にも色々な制約を受けながら事件を展開し
て行かなければたらないのに対して，叙事文学は遇去のことも，未来のことも，
近いことも，遠いことも自由曾こ呼び出すことができるし，その意味において最
大の運動の自由と最大の結合の可能性をもっているといえる訳である。従って
広い意味における叙事文学はその用いうる手段がほとんど無制隈なのであるか
ら，いかなる時代にもたえうるもっとも古くてもっとも新Lい文学的ジャソル
といってよいであろう。事実歴史的にみても叙事文学はもっとも多くの様式や
形態を発展させた基本的な原ジャソルであることが証明されているし，叙事文
学のジャ1■ルほど，文学的表現形式や技術的可能性の多様さを示すものはない。
このような表現，伝達，形成の可能性の広さという点からみるならば，叙清詩
と戯曲は叙事文学のはるか後方に位置している。
3．叙事文学の諸形態
　以下上に述べた叙事文学の多様性をプラソグの分類に従って考察して行こう。
　　　　　　　　　　　　　（a）伝説（Sage）
　一般に伝説とは民衆のあいだに伝承され，その作者の名前が不明な口碑のこ
とをい㌔童話とは違って，伝説は場所や時間が制約され，原則として一定の，
大方は異常な事件あるいは事実，あるいは人物や主題や場所に結びついている。
また伝説には（後に述べる英雄伝説は別として）童話のような主人公は存在せ
ず，事件そのものに重点が置かれている。そのために伝説は童話のように，ハ
ッピー・エソドの結末に終るとは隈らない。歴史家フリードリッヒ・ラソケも
『ドイツ民衆伝説』（Die　de岨tschen　Vo1kssagen）のなかで「伝説を麦配する
のは倫理的世界秩序への厳しい信仰である。従って約束された罪は仮借なくそ
の支払いを要求される」と書いている。従って民衆伝説においては，喜びなき
現実が勝利を占めることがしばLぱあり，事件は倫理的法則によって経遇し，
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罪は報復をうけ，悪行はつぐなわれるのである。
　伝説の多種多様なタイプや形態は，これまで色々な研究者や収集者によって
分類されているが，エーリッヒ（O．A，Erich）とバイトル（R．Beit1）の編集
した『トイツ民俗学辞典』（Worterbuch　der　deutschen▽o1kskmde）の分
類がもっとも行きとどいているようで，それによれば次のような6種類であ私
第1は地方的あるいは大気現象に関連した「自然伝説」（Natursage）である。
これは森や水や空中にすむデーモソヘの信仰は神々への信仰よりも古いといわ
れているので，神話以前のものとみなされている。第2は神話的性格を帯びた
r神話伝説」（GOttersage）である。次に第3に歴史的な形姿や事件を反映する
歴史的な背景をもった「英雄および氏族伝説」（He1den－md　Gesch1echtssage）
があり，さらに第4番目に山や城や泉や門など特定の土地に結びついたr地名
伝説」（0rtssage）があり，さらに第5に「魔術伝説」（Zaubersage）と最後
に第6番目にr宝物伝説」（Schatzsage）がつづいている。
　このような民衆伝説の叙述形態はといえば，それは芸術的意図をもって描か
れるというより垂まむしろ，素朴な報告を意図したものであるから，その文体は
次に述べる英雄伝説などに比べてプリミティヴなものである。
　さて英雄伝説は民衆伝説とはことなって，原始的な民衆文学ではなく，熟練
した物語作者によって作られ，芸術的に意識的に形成された芸術作品であると
いう意味において，別のカテゴリーを作っている。民衆伝説は今日でもなお生
命を保ち，必要なきっかけさえあれば常に新しく生れるものであるが，英雄伝
説は時閻的に限定された生命Lかもちえず，数世紀来すでに死滅したか，たい
しは文鮒こなってしまった（従ってもはや伝説では放い）ということができよ
う。ドイヅの英雄伝説は民衆伝説のように地域には強く拘束されておらず，全
ゲルマン民族に土着したもので，ヴィルヘルム・グリム（WilhelmGrimm）ω
やヘルマ：■・シュナイダー（Hemam　Schneider）｛5〕の研究で明らかにされた
ように，移行したり外国の影響をうけやすい。そして民衆伝説においては前述
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したように事件が優位を占めているのに対して，該当した英雄が決定的な役割
を演ずるのである。
　せまい意味のドイツ語圏のなかで，英雄伝説の最初の文学的記念碑はrヒル
デブラントの歌』（Hi1debrands1ied）で，これは800年頃記録されたものであ
るが，現在では68行の断片しか残されていない。人類の根源的モチーフともい
うべき父親と息子の対立がゲルマソ的心情のなかで，すなわちキリスト教の影
響をまだ受けない性格のまま描かれている。英雄伝説はすでに早くから記録さ
れ，文書として伝承されたものであるが，民衆伝説にたいする真剣な関心はよ
うやく，ヘルダー（J．G．Herder）（17坐一1803）に至って始まり，ヘルダーが
グリム兄弟（J．Grimm）（1785－1863），（W．Grimm）（1786－1859）ととも
にドイツの民衆伝説の研究の原動力の基盤をきずいたのである。
　　　　　　　　　　　　（b）聖課（Legende）
　聖謬6〕とは語源的にはラテソ語のlegere≡leSenからきたもので，「読まる
べきもの」を意味し，宗教上の祝祭日にキリストをはじめその目にゆかりのあ
る使徒や聖者たちの伝説を読み上げて儀式の参列者の信仰心を養うための読み
ものであった。従ってその名称からだげみれば，伝説（Sage）がsagenと同
根であることから理解できるように，話されるものであったのと対照的である。
しかしながらそれが超自然的なものから生れ，人問の想像力を必要とするとい
う意味において，一方では伝説と，また他方では後に述べる童話とも類似性を
もっている。なぜなら聖潭においては現実の人閻とならんで，超現実的な体験
が決定的な役割を演じているからである。
　さらにもう一点，伝説と聖言寧の相異点と考えられるものに主人公の性格があ
る。聖講の主人公も，世界とその困難と戦って，それを克服し，一種の解脱へと
導くが，伝説の主人公が行動力や攻撃によって現実を制しようとするのに対し
て，聖著は低抗と忍耐によって試練に打ち勝とうと努カするのである。そして
その背後には本質的な粕異点が存在する。すなわち英雄は肉体的なものであれ，
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精神的なものであれ，まず第一に自分自身と自分自身の力を信ずるが，聖者は
何よりもまず神を信じ，神によってその任務を遂行するのに必要な力が与えら
れることを願うのである。
　さてドイツ語地域におげる聖謹の歴史的発展をひるがえってみると，もっと
も初期に属するものはライヒェナウの僧院長であったヴァーラフリート・スト
ラーポ（Wa1虹ried　Strabo）が9世紀に記録したものである。ついで11世
紀の終り頃にはrアソノーの歌』（Anno11ed），12世紀にはr皇帝年代記』
（Kaiserc㎞onik），12世紀の末期にはハルトマン・フォン・アウェ（H鮒mam
Y0nAue）の『グレゴーリウス』（Gregorius）があり，トーマス・マ：■はそ
の晩年の長篇小説r選ばれし人』（Der　Erw乞h1te）のなかで，このrグレゴー
リウス』の主題を取り上げ，現代の散文で物語っている。13世紀には，ヤコー
ブス・デ・ヴォラーギネ（Jacobus　de　Voragine）の編集した『レゲソダ・ア
ウレア』（Legenda　Aurea）や作者不明でイェスやマリアの生涯，洗礼者ヨハ
ネや使徒などのことを取り扱った『バッショナール』（Passional）などのまと
まった聖譲集が成立した。
　さて初期の聖謹は行節や物語においてぱ大体は詩的なものであったが，13世
紀以来宗教的な散文が侵入し，14世紀と15世紀においてはますます聖謂の物語
を支配するようになった。かくして古い韻文の聖課は散文にかえられ，同時に
新しい聖講が散文で物語られるようになった。すなわち聖講の形式と内容がい
よいよ短篇小説に近づき，ゴットフリート・ヶラー（G．Ke11er）（1819＿1890）
が短篇小説的な聖課を発表したときも奇異な感じをいだかせなかったのである。
特に16世紀におけるルターの宗教改革の結果ドイツの多くの部分がプロテスタ
ントの領域に入り，聖講をそのまま受け入れるカトリックの住民の地域が著し
くせばまったため，価値の下落とまではいえないまでも，価値の変更をきたし
たことは疑いのたい事実である。
　その後ヘルダーや古典主義とりわけロマン主義によって非合理主義の波が高
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まるにつれて，聖講文学も実り多いものになった。たとえぼゲーテはイ：■ドの
伝説にもとづいてr神と遊女』（Gott　und　der　Bajadere）とr賎民』（Paria）
という二つの謹詩を作っているし，特に後者は後にトーマス・マソがrすげか
えられた首』（Die　vertauschtenKδPfe）のなかで新たに取り扱ったテーマで
ある。クレメソス・ブレンターノ（C1emens　Brentano）（1778－1842）もそ
の未完のr念珠のロマンツェ』（Romanzen　vom　Rosenkranz）のなかで聖謹
的材料を取り扱い，ルードヴィヒ・ティーク（Ludwig　Tieck）（1773－1853）
も戯曲『ゲノフェー7ア』（Genoveva）を書いている。さらに前述のようにゴ
ットフリート・ケラーは1872年にr七聖徒伝説』（Sieben　Legenden）を刊行
しているが，聖護的材料が用いられているだげで，その精神は『チューリヅヒ
短篇集』（Z廿richer　Nove11en），『ゼルトヴィーラの人々』（Pie　Leute　von
Seldwy1a）など楽しい物語を作った物語作家ケラーのそれである。
　ケラー以後の聖言草的要素をもった近代ドイツ文学の作品をあげれば，ビソデ
ィ：■グ（R．G．Binding）（1867－1938）の『時代の聖課』（Legenden　der　Zeit），
ツヴァィク（S．Zweig）（1881一ユ942）の旧約聖書に敢材した『ラベル神とあ
らそう』（Rabe1rechtetmit　Gott），『三番目の鳩の聖講』（Die　Legende　der
dritten　Taube），インドの叙事詩に取材したr永遠の兄弟の眼』（Die　Augen
des　ewigen　Bruders），アソドレス（S．Andres）（1906一　）の三部作『大洪
水』（Die　Sim｛ut）などがあげられる。その他リルヶ（R．M，Rilke）（1875－
1926）の『神様の話』（Geschichten　vom1ieben　Gott），ヘッセ（H，Hesse）
（1877－1962）の『シッダルタ』（Siddharta）次どもこの系列に入れることも
可能であろう。
　いずれにせよ，近代の聖講文学は敬度な宗教的な精神と中世紀の聖徒伝の象
徴的な価値を伝えることはなく，新しい短篇小説手法の特殊な形態になったと
いうことができようo
　　　　　　　　　　（c）民衆童話（Vo1ksm註rchen）
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　民衆伝説と同じように，民衆童話はもともと非文学的なもので，最初は口頭
によって伝承されたと考えられる（後に取り上げる芸術董話に放ってはじめて
文学的作品となるのである）。そして民衆伝説と同じように，民衆すなわち
比較的社会的に低い階層たとえば農民たちのあいだに語り伝えられたものであ
る。
　従って民衆の一般的な精神的財産に属するもので，特定個人の作者の作品と
はみなされない。本来からいえば伝説と民衆董話はその対象は同じであったで
あろうが，近代になって成人たちは小説，特に探偵小説や冒険小説や映画を好
むようになって，童話はもっぱらその対象が子供たちに隈られるようになった
のである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　ここで注目すべきことはドイッ語のM乞rchenにあたる言葉がヨーロッパ
のほかの国にはないということである。たとえばフラソス語ではcOntes　po－
publres（民間の話）とか，contes　de　f6es（妖精の話）とかいい，英語では
PoPu1姐ta1esとか，fairy　ta1es，オラソダ語ではsprookjeとか、ve廿else1，
北欧語ではeventyr，sagn，sagaなどいわれるが，どれもドイツ語のMarchen
にぴったりするとはいえない。トイッ語のMarchen，Mar1emはMareの
縮小辞で短い物語を意味する中世ドイツ語のmaer1inにさかのぼり，さまざ
まな意味の変遷をへて，ロマン派の作家たち，特にグリム兄剃こよってその形
を与えられたもので，西欧の童話研究老のあいだではfolkta1eという言葉が
使われているが，単なる「民衆の物語」ではドイツ語のM身rch㎝の特性を表
現していない。
　民衆童話の本質をなすものは，民衆伝説とは違って，それが現実にはまったく
結びついていないで，もっぱら不可思議なもの，幻想的なもの，信じられたい
ものの領域に向げられているという点である。また民衆董話は決して場所や時
間に限定されず，歴史的事件や形姿や，はっきりと示すことのできる場所とか
地域とかに緒びついていることはたく，自由で奔放で，もちろん国民的な特性
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もみられるが，多くは国際的赦性格を帯びている。さらに民衆伝説と異たるの
は，主人公がある役目を演じていることと，超自然的なもの，たとえば精霊と
かデーモソとかがもっと重要な意味をもっていることである。
　西欧におげる童話の収集はつとにイタリア人のストラパローラ（G，F．Stra－
paro1a）やバスィ＿レ（G．Basi1e），ついでフラソス人のペロー（C．Perrault）
などによって行われたが，18世紀の初めに『千一夜物語』（Tausendmdeine
Nacht）のフラソス語版が出版され，1730年にポーゼ（A．Bohse）が初めてド
イツ語訳を出版した。ドイツ語領域においてはこの時までドイツの民衆童話の
収集は存在しなかったのであるが，ヴィーラソト（Ch．M．Wie1and）（1733－
1813）やヘルダーに至って諸国の民衆文学に対する関心が高まり，同じ頃に
ムゼーウス（J，K．A．Mus身us）が『ドイツ民衆童話』（Vo1ksm乞rchen　der
Deutschen）を出版した。しかし彼は時代の流行におもねり，童話の色調や性
格を著しくかえてしまったのである。
　ドイツロマソ派に至ってはr二めてドイツの民衆童話の真の本質が理解される
ようになり，この再発見が同蒔に永続的に生命を与えるようになった。グリム
兄弟がその『子供と家庭のための童話』（Kinder－und　Hausm身rchen）にょっ
て最大の貢献をしたことはいうまでもないが，グリムにつづいて収集活動が一
そう盛んになり，特に童話を系統的にまた地方的な見地から収集する努力も行
われた。ヴィッサー（W．Wisser）の『低地ドイツ語民衆童話』（P1attdeutsche
Vo1ksm童rchen），グルッデ（H．Grudde）の『東プロイセソの低地ドイツ語民
衆董話』（Plattdeutsche　Volksm査rchen　aus　OstpreuBen）などぱその成果で
ある。
　　　　　　　　　　（d）芸術童話（Kunstmarchen）
　ドイツの芸術童話は民衆童話ほど種々雑多でもなく，また複雑でもなく，と
きには短篇小説（Nove11e）の変種とされることもある。従って文芸史家でハ
ソブルク大学教授だったペッチュ（R．Petsch）（187ト1945）のような学老は
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その著『物語芸術の本質と形態』（Wesen㎜d　Fomen　der　Erzah1kunst）
のなかで短篇小説の亜種（Unterart）として取り扱っている。しかしながら一
方では芸術董話の作者がまず第一に，民衆童話の継統と模傲を意識的に試みた
ということも見のがしてはならないであろう。特にドイツ語領域においては芸
術童話の文学は・むしろ董話文学の芸術的補完形式のような印象を与える短篤
小説の成立より時期的に古く，ティークのような作家は童話小説を通って小説
作家になったともいえるほどである。
　しからばドイツにおける芸術童話の創造者は誰であろうか。ボルヒェルト
（H．H．Borchert）はその『ドイツ物語芸術の歴史』（Geschichte　der　deuts－
chen　Er殖h1kunst）のなかで，ゲーテが近代的芸術童話の創造者であるとい
っているが，ゲーテよりも早くヴィーラソトは1776年に『千一夜物語』から敢
材した韻文の物語『冬物語』（Wintem註rchen），1777年には子供用に書いた
r夏物語』（Sommerm乞rchen）を書いている。ゲーテの名前が芸術童話に結び
つけられるのは，その自叙伝r詩と真実』（Dichtmg　md　W出rheit）のなか
のr新パーリス』（Die　neue　Paris）とrドイツ亡命者の会話』（Unterhaltm－
gen　deutscher　Ausgewanderten）のなかのr童話』（Das　M乞rchen）によ
ってであ乱前者は子供のときにしばしば遊び友達に聞かせた童話で，後老は
ゲーテのシラーとの交友時代にできたもので，1795年月刊誌『ホーレン』
（Horen）に発表され，シラーやケルナー（Kδmer），シュレーゲル（A．W．
Schlegel），フンポルト（W．Y0n　Humboldt）などによって熟狂的に迎えられ
た。
　その後ロマン派にいたって童話は「文学の規範」（Kanon　der　Poesie）（ノヴ
ァーリス）とされ，象徴的意味や寓意的性格を帯びるようになった。そのなか
でもノヴァーリス（1772－1801）（『ザイスの使徒』〔Lehrlingen　zu　Sais〕の
なかの『ヒヤシソスとバラ』の董話），ティーク，ブレソターノ（『金髪のエッ
クベルト』〔Der　blonde　Eckbert〕，r妖精』〔Die　Elfen〕など），ホフマン
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（r黄金の壷』〔Der　go1dene　ToPf〕，r蚤の親方』〔Meister　F1oh〕，rこびと
ツァヘス』〔Klein　Zaches〕など）があげられるであろう。シャミッソー（A．
v．Chamisso）（1781－1838）のrぺ一ター・シュレミールの不思議な物語』
（Peter　Sch1emihls　wundersame　Geschichte）など後期ロマン派の作品に
なると，（すでに一部はティークやホフマンにもみられることであるが）幻想
的な不可思議な世界と現実の市民生活がまざり合い，フォン・ヴィーゼ（B．v．
Wiese）などはこの作晶を短篇小説と解釈しているほどである。ωむしろ本来の
童話の性格に近いものは『隊商』（Die　Karawanne）など3巻の童話を書いた
天折の詩人ハウフ（W．Hau伍）（1802－1827）の作品である。
　19世紀の中頃に支配的であった写実主義の時代精神は芸術童話にとっては，
適した土壌を提供したかった。従ってこの頃に出会う童話文学は，ケラーの
『ゼルトヴィラの人々』の第1巻の終りにある『子猫シュピーゲル』（Spiege1，
das　Katzchen），ルートウィヒ（O　Ludwlg）（1813－1865）の『3つの願いに
ついての本当の話』（Die　wahrhaftige　Geschichtevonden　dreiWむnschen），
シュトルムの『レーゲソトルーデ』（Die　Regentrude），『ブーレマンの家で』
（In　Bulemams　Haus），ラスヴィッツ（K．Lasswitz）（1848－1910）の　『し
ゃぼん玉』（Seifenb1asen）たどばらぼらに存在するだけである。
　世紀末以来の新しいロマソ主義の流れはふたたび新しく芸術童話の完成を活
発にした。その代表者ぱホーフマンスタール（H．v．Hofmannsthal）（1874＿
1929）で，r第672夜の物語』（Das　M査rchen　der672．Nacht），r影のない女』
（Die　FrauohneSchatten）恋どがあげられる。そのほかホーフマソスター
ルと同時代あるいはそれ以降童話を書いた作家とLてはシュテーア（H．Stehr）
（1864－1940）（『ドイツ人の心の董話』〔Marchen　Y0m　deutschen　Herzen〕，
ヘヅセ（『アウクストス』〔Augustus〕，『詩人』〔Der　D1chter〕など），ウィー
ヒェルト（E　W1echert）（1887－1950）（『童話』〔Marchen〕2巻汰ど）があ
げられる。
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　　　　　　　　　　　　（0）寓話（Fabel）
　Fabelという言葉はいうまでもなくラテソ語のfabulaからきたもので，も
ともとr人々のうわさ」「対話」r伝説」「神話」rおとぎばなし」など，要する
にr作りあげられたもの」を意味している。しかし一方ではfabula　docet
（＜docere＝lehren）という公式も生れるようにたって，fabulaという言葉
は，専制君主などに動物の話によって真実が伝えられた古代オリエソトにおい
て，すでにこのような教訓的な意味をもっていたようである。そして寓話はオ
リエントからキリスト以前のギリシャ人のあいだに伝わり，ここではヘシオド
ス以来たびたびあらわれている。これらの物語がその後集められて，紀元前
550年頃生きていたイソヅプによって集められたとされており，イソップが寓
話の父とされていることは周知の通りである。
　ローマ文学においてはアウグストゥス皇帝時代に活躍し，寓話を独自の文学
様式として確立したのはフェードルス（Phaedrus）であった。彼は本来の動
物の話に笑話や逸話をまぜあわせたり，時代風刺を導入したりしたが，教訓的
た傾向もそのままであった。彼によって100以上の韻文の寓話が残され，それ
らは中世においても散文に書き直されたりして多く読まれ，18世紀にいたるま
でもラ・フォンテーヌ（LaFontaine）（1621－1695），ゲレルト（C．F，Ge11ert）
（171ト1769），レッスィソグ（1729－1781）などに影響を与えたのである。イ
ソップの寓話とフヱードルスの寓話と並んで，西欧の寓話文学の関心をよん
だものにはもう一つ，アラビア語を通して伝えられたインドの『カリーラ』
（Kalila）（紀元500年頃成立）がある。
　ドイツにおいては寓話文学はラテン語で書かれた中世の修道院文学において
はぐくまれ完成された。教訓的・教育的な目的と象徴的な意味が，寓話を説教
やたとえ話にとって適切な物語様式にした訳である。ドイツ語で書かれた最初
の寓話ぱ，12世紀の申頃に成立したr皇帝年代記』に見出される。中世のもっ
とも重要な寓話作家は13世紀前半バイエルソ地方やオートリヤを吟遊した詩人
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デァ・シュトリッヵ＿（Der　Stricker）で，彼は特にbispe1という形態を作
り出した。bispe1というのは中高ドイッ語のspe1（物語，話）からきた言葉
で新高ドイツ語のBeispie1に当る訳であるが，事実の報告に教訓を具体的に
示すためにrつけそえられた物語」（Bei－Erz盆hlmg）を意味している。その他
の中世の寓話作家にはトリムベルク（H．v．Trimberg）とボーナー（U．Boner）
がいる。
　その後16世紀になって寓話は宗教改革時代に宣伝的な小芸術として栄えるが，
それが明らかに最後の最盛期を迎えたのは18世紀においてであった。ゲレルト
の『寓話と物語』（Fabeln　md　Erz至hlungen），レヅスィングの同名書などが
代表的なものであるが，18世紐こおいて特筆すべきことは寓話の本質をめぐっ
て，ヴォルフ（Ch．Wo1丘）（1679－1754），ゴットシェヅト（J．C．Gottsched）
（1700－1766），ブラィティンガ＿（工J．Breitinger）（1701－1776），ゲレルト，
レッスィング，ヘルダーなどによって理論的な論争が行われたことであった。
　古輿主義時代以降書かれた寓話とLてはグルク（P．Gurk）（1880－1953）の作
品があげられるくらいであるが，寓話に似たもので動物文学の衣裳をつけた作
品としては，中世紀の『ライネケ・フックス』（Reinecke　Fuchs）をはじめと
して，ホフマソの『牡猫ムルの人生観』（Lebensansichten　des　Katers　Murr），
ボソゼルス（W．Bonsels）（1881－1952）のr蜜蜂マヤ』（Biene　Maja），レソ
ス（H．Lδns）（186ト1914）の『うさぎ』（M臼mme1血㎜n），キューバー（M．
Kyber）（1880－1933）の『動物たちのあいたで』（Unter　Tieren）底どがあ
る。
　　　　　　　　　　　（f）逸話（Anekdote）
　前出のベヅチュ教授はr寓話は逸話と短篇小説のあいだに独特恋橋渡しの地
位を占めている」といっている。このような考え方に全的にくみしえないとし
ても，逸話と笑話と短篇小説のあいだには，ある種の内的・外的類似性がある
ことは否定しえないであろう。禽話と聖講と童話と伝説は直接不可思議なもの
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に結びついているのに対して，逸話と笑話と短篇小説は異常なものとの結びつ
きは少次く，もっぱら意外性と結びついている。語源的にみてもr外に出され
てない」すなわち「一般に公表されてない小話」という意味が文字通りこの物
語形態の本質をいい表わしている。
　紀元6世紀に。ビザンティソの史家プロスコピオス（Proskopios）がユスティ
アヌス皇帝やテオドラ女帝の秘話を含んだこのような逸話を発表したのが最初
．とされているが，このような逸話の創作者は大ていは不明であり，従って逸話
そのものは伝説や童話や聖諌や寓話や笑話と同様，民衆の所有に属するものと
いってよい。逸話の決定的な特性をなすものは，特定のスィテユエィションや
気分のなかで実際に話された言葉である。というのは逸話というものは内容に
よってばかりでなく，表現という言語的手段によって特別な効果をねらうもの
で，簡潔な高揚Lた表現形式を特徴とするからである。しかしながら奇妙な異
常性を一方的に誇張すれば，次に述べる笑話に近づく面もあり，また一方では
運命や人物，あるいは類型や個性の役割に注目すれば，短篇小説との近似性も
否定できない。
　逸話というものはすべての時代，すべての国民のあいだで語られている。申
世においては文学作品としてはある程度まで多くの笑話と同じものであった。
近代に至って逸話はもっぱら公的生活の多くの人々，君主や将軍や芸術家や学
着や政治家にその関心を集めた。ドイツ文学史上あげるぺきものはへ一ベル
　（工P．Hebe1）（1760－1826），クライスト（H．v．K1eist）（1777－1811），ヴェ
ーバー（K．J．Weber）（1767－1882），フォソターネ（Th，Fontane）（1819－
1898），シェ＿ファ＿（W．Sch証er）（1868－1952）などがあげられるであろ
う。
　　　　　　　　　　　　（9）笑話（Schwank）帽〕
　Schwankという言葉は語源的にはschwingen（振る，振り動かす）から
きていて，新高地語初期の時代にはまだその意味で用いられていたが，r打つ
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ふりをすること」に用いられることからrある人に行われるいたずら」を意味
するようになり，ゲーテやシラーの時代にもこの意味で用いられていた。フラ
ンスのファブリォ（fabliau）を模範にして作られたものといわれ，民衆調であ
ることや，短型である点は前述の逸話に似ているが，その主人公は逸話のよう
に英知と賢明の持主ではなく，ずるがしこさ，老檜，狡猪の持主である。その
内容は粗野で露骨で，ときにはわいせつでさえある。また笑話のなかであつか
われている材料は主とLて日常生活から取られ，著しく現実生活に根ざし，そ
の背後には生き生きした現世肯定的な人生への歓喜がある。ボッカチオの短篇
小説やバルサヅクの『コソト・ドロラティック』にしぱしばあらわれるように，
うまくだまされる話や，詐歎がつかまる話や，無骨な百姓のずるさや，聖職者
たちの堕落や，夫婦間の不貞行為などが常にくりかえされる笑話のテーマであ
る。従ってその点では短篇小説との共通点もあるが，短篇小説のようにテーマ
の問題性をまじめに取り上げるのではなく，こっけいな方向にゆがめられたり，
コミカル恋ものに一方的に仕立てられている。しかしながらr意外なこと・驚
き」（Uberraschmg），「思いがけないこと」（etwas　Unerwatetes）が必要で
あるという点では，逸話，笑話，短篇小説の三つには共通の要素があるといえ
よう。
　文学以前的性格の笑話的物語は文学的様式としてではないが，初期の宮廷叙
事詩や吟遊詩人文学のなかにドイツ語で書かれたものが見出される。たとえば
12世紀中頃の十字軍の遠征にもとづいた叙事詩『ローター王』（K6nig　Rother）
やアイルハルト・フォソ・オーベルゲ（E．Y．Oberge）の『トリストラソトと
イザルデ』（Tristrant　md　Isalde）のなかに見出されるが，笑話文学が独立し
た文学形態として注目されるようになったのは，中世の古奥期の衰退とともに
であった。13世紀のナイトハルト・フォソ・1コイエソタール（Neidhart　von
Reuental）の歌曲からはじまり，シュトリッカーの『坊主アーミス』（Pfa丘e
Amis）があらわれた。中世の末期のドイツ文学においては，いたるところで
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笑話的要素が見出されるが，独自の文学的形態として発展するようになったの
は，ようやくルネッサソス時代であった。そのきっかげを与えたのはイタリァ
人のジァソ・フラソチェスコ・ポッギォ・ブラチォリー二（Gian　Francesco
Poggio　Braccio1i㎡）の『譜諺』（Facetien）であった。彼は15世紀の中頃ま
で生きていて，マイヤー（C．F．Meycr）（1825－1898）の『尼僧院のブラウト
ゥス』（P1autus　im　Nomenkloster）のなかで重要な役割を演じている人物で
あるが，この短い冗談話がドイツに入って人気をえたのである。ルネヅサンス
時代のもっとも有名な笑話集はヨハネス・パウリー（Johannes　Pau1i）のr諸
諺と厳粛』（Schimpf　und　Emst）である。さらに16世紀にはイェルク・ヴ
ィクラム（Jδrg　Wickram）の旅の読物として書かれたr車中草紙』（Ro11－
wagenbむchlein）やヤーコプ・フライ　（Jacob　Frey）の『園遊会』（G航en－
ge§el1schaft），　ヴァレンティソ・シューマン　（Va1entin　Schumann）の『小
夜草紙』（Nachtb竈chlein）などがあるが，これらの作品はルターの聖書翻訳
によって変化した初期の新高ドイツ語によって書かれているので，言語史上か
らも価値の高いものである。
　ついでバロヅク時代においてはグリソメルスハウゼン（H．J．Ch．v．
Grimmelshausen）（1621？一1676）とアーブラハム・ア・ザソクタ・クラー
ラ（Abraham　a　Sancta　C1ara）（16坐一1709）以外には見るべきものがない。
18世紀の古典主義以前においても，また古奥主義時代においても，笑話は粗野
で芸術的に陶冶されていない形態として好まれていない。しかしながら地方的
には笑話は常に生きつづげ，形をかえて有名な人物や事件について村から村へ
と語り伝えられた。このようなものに関違したものとしてはへ一ベル（J．P．
Hebel）の『ライソの家庭の友の宝箱』（Schatzk至stlein　des　rheinischen
Hausfremds）と『アレマソ物語』（A1e㎜anische　Geschichten）があげられ
るであろう。
　しかしながら近代の物語文学においては，笑話と逸話と短篇小説のあいだの
　928
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境界がぽやけ，新しく発展してきた短篇小説が他の二つの形態を吸収して行く
ことになるのである。なぜなら逸謡的な要素，笑話的要素は昔からどの物語文
学にも固有なものだからである。
　　　　　　　　　　　　（h）通俗本（Vo1ksbuch）⑨
　プランクによると，通俗本（Volksbuch）に広義と狭義があり，広い意味で
は聖書とか，ドゥーデソも一般的意識ではVo1ksbuchであり，またデッフォ
ーの『ロビソソソ・クルーソー』とか，シャーロック・ホウムズなどのように，
その作者よりも作品中の人物が思い浮べられるようなものもVo1ksbuchであ
るという。LかLここでVo1ksbuchというのはせまい意味で，中世の末期に
グーテソベルク（1394－1468）の発明した印刷術に媒介されて世に広まった散
文の物語のことである。
　中世の末期騎士文化の衰退とともに韻文の叙事詩は勢力を失い，新Lい芸術
感覚，形式や内容への新しい要求に基づいて，伝承されてきた韻文の叙事詩は
大部分が散文のなかへ解消され，また外国の新しい作品がドイツ語に訳される
（たとえばベルン人のテユーリソグ・7オ：■・リソゴルティソゲン〔Th血ing
Y0n　Ringoltingen〕はヱ5世紀にフランス語からr美しいメルズィーネ』〔Sch6ne
MelSine〕の物語を独訳している）などして，ここに近代の散文小説の先駆者
が生じたのである。16世紀以来のもっとも人気のあった通俗本には『フォルト
ゥナートゥスと幸運の財布と魔法の帽子をもったその息子たち』（Fortunatus
㎜d　seine　Sδhne　mit　dem　G施ckss首cke1und　Wmschh枇1ein），『4人のハ
イそソの兄弟』（Yier　Heym㎝skinder），『7人の賢い親方』（Die　sieben
weisen　Meister），『エルンスト大公』（Herzog　Er皿st），『ローター王』（K6nig
Rother），『皇帝オクタグィアーン』（Kaiser　Okta切an），『不死身のズイーク
フリート』（Der　gehδrnte　Siegfried），rゲノフェーファ』（Genovefa），r美
しいマゲローネ』（Die　schδ皿e　lM［age1one），『ティル・オイレソシュピーゲ
ル』（Ti1l　Eu1㎝spiege1），『永遠のユダヤ人アハスヴェール』（DerewigeJude
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Ahasver）・『ドクトノレ・ファウスト』（Doktor　Faust）などがある。
　ところでドイツの通俗本の成立と開花が二つの文学的盛時，すなわち中世の
宮廷古典主義の韻文叙事詩の開花と17世紀のバロック小説の花盛りの時代のあ
いだにあたっているということはきわめて注目すべきことであり，また示唆に
富んでい私つまりこのことはおそらく，この通俗本という物語文学の形態が
傾きつつあった英雄および騎士叙事詩のうめあわせであり，バロックの散文小
説という新しい形態が出現するとともに，まったく背景にしりぞいてしまった
ことを示しているのであろう。しかしながら15および16世紀に台頭した通俗本
は近代の長篇小謝こよって完全に駆逐された訳ではたく，今日までそのおどろ
くべき強靱な生命を維持している。古い通俗本を新しく発見し，新しい生命を
与えるのに功績があったのはとりわけロマン派の作家たちであった。ゲレス
（J．G6rres）（1776－1＆蜴）とズィム1コヅク（K．Simrock）（1802－1876）は
通俗本の収集によってその再生にもっとも力をつくし，ティークも『ゲノフェ
ーファ』や『皇帝オクタヴィアヌス』を劇化している。
4．　お　わ　り　に
　さて以上ドイツ文学における叙事文学の諸形態を考察してきたが，なおこの
ほかに（i）叙事詩（Epos）（j）短篇小説（No▽e11e）（k）ωショート・スト
ーリ（Kurzgeschichte）（1）長篇小説（Roman）というような諸形態がある。
しかしながらこれらの諸形態はそれぞれ大きな問題をかかえているので，その
考察をまた別の機会にゆずりたいと思う。
　いずれにせよ，近代におげる人間の個体化と主観性の増加，個別的なもの，
特別なものを評価しようとし，一般的たもの，拘東力をもつものを軽視する近
代の傾向・典型的なものよりも特徴的なものを重視する態度一このようなす
べてのものが，叙事詩，伝説，聖講，寓話，逸話，笑話，通俗本といった諸形
態を旧弊で歴史的なものたらしめ，それに代って短篇小説，ショート・ストー
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リ，散文長篇小説がここユ50年問にわたってその最盛期を迎えることになるの
である。その限りにおいては叙事詩，伝説，聖講，寓語，逸語，笑話，適俗本
といった諾形態は近代の物語文学の前形態（▽o㎡or㎜）ないし初期段階（F埴h－
stufe）ともいえるであろうし　またそれと並行して進んだ精神史の変化を反
映したものともいえるであろう。
注（1）POesieという言葉は16世紬こフラソス語から借用した言葉で，この場合はDich－
　　tungと同義と考えてよい。
（2）Klaus　W．Hempfer　l　Gattmgstheorieによる。
　（3）J．Vogt：Aspekte　erzalender，Pmsa．s．7．
（4）W．Grimm：Die　deutsche　Heldensage・
　（5）H．Schneider：Germanische　He1densage・
　（6）Legendeという言葉は「聖徒物語，聖人伝，聖徒伝」恋どとも訳されるが，「聖
　　護」という訳は日本独文学会編『ドイツ文学辞典』によっている。なおこの論文に
　　のっている作昆名は，この辞典にのっているものはすぺてそれによった。
（7）Bemo　v．Wiese：Die　deutsche　Nove1le　von　Goethe　bis　Kafka、
　（8）Schwankに対する目本語の正式名はまだたいようである。前記の　『ドイツ文学
　　辞輿』ではそのまま「シュヴァソク」になっている。　こっげい譲ということであろ
　　うが，ここでは一応「笑話」とLた。
　（9）この訳も『ドイツ文掌辞菓』によっているが，筑摩書房の世界文掌犬系のなかの
　　『中世文挙集』にのっている『ティル・オイレンンユピ・一ゲル』の解題では「民衆
　　本」と訳されている。
　⑩　英語と違って短篤小説とショート・ストーリはドイヅ文学においては全く異なっ
　　た概念であることに注意すべきである。
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